




   



シリコンフラッパーは、粉砕時のコーヒー粉の飛散を
軽減するために装着されています。

取り外した状態でも使用可能です。
取り外すことで、使用条件によっては機器内部への
コーヒー粉の堆積が軽減される場合があります。
一方で、粉の飛散が増加する場合があります。

使用環境や運用に応じてご使用ください。

吐出口
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プ ロ グ ラ ム
３つの研磨モード

１.クラシックモード 　    ：マニュアルでのグラインド開始・停止

2.タイムモード           ：挽き目や回転数を最大6レシピ設定でき、秒単位の時間ベースでグラインド開始・停止

３.ライブラリーモード  ：挽き目や回転数を最大２０レシピ設定でき、マニュアルでグラインド開始・停止
※ライブラリーモードは、現在メーカー開発中のオプション機器との連携を想定した機能です。
　 現時点では単独でも使用可能ですが、通常運用ではタイムモードの使用を推奨します。　 
　 本機能の仕様は今後変更される場合があります。

※数字が小さいと遅く回り飛び散り
が軽減されますが、使用条件によっ
ては粉が内部で残留しやすくなる傾
向になります。
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プ ロ グ ラ ム

※数字が小さいと遅く回り飛び散り
が軽減されますが、使用条件によっ
ては粉が内部で残留しやすくなる傾
向になります。



プ ロ グ ラ ム
※ライブラリーモードは、現在メーカー開発中のオプション機器との連携を想定した機能です。
　 現時点では単独でも使用可能ですが、通常運用ではタイムモードの使用を推奨します。　 
　 本機能の仕様は今後変更される場合があります。

※ノートは情報記録用です。入力内容は機器の動作や設定には反映されません。
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画面 説明 処置
システム時刻は充電式コンデンサを使用して保持されま
す。以下の場合は時刻が失われます。
a) グラインダーの電源が数日間オフになっている場合
b) グラインダーが新品で、数時間も電源を入れていな
い場合

「Try Recover」を押して、日付と時刻
を設定し、グラインダーの電源を8時間オ
ンにしたままにします。

豆ホッパーを取り付けます。豆ホッパーが取り外されています。そのため、グラインダーが
作動しません。

研削室が開いています。販売店ま
たはお問い合わせ先に確認してく
ださい。

粉砕室が開いています。そのため、粉砕機は作動しません。

主なエラー・通知 本機の運転状態や異常内容に応じて、エラー、警告または通知が表示されます。
表示内容と推奨置については以下の一覧を参照してください。



エラー・警告・通知一覧 本機の運転状態や異常内容に応じて、エラー、警告または通知が表示されます。
表示内容と推奨置については以下の一覧を参照してください。



エラー・警告・通知一覧 本機の運転状態や異常内容に応じて、エラー、警告または通知が表示されます。
表示内容と推奨置については以下の一覧を参照してください。
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